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▪弾道ミサイルが発射された場合の情報伝達
　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。
　ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Ｊアラート（全国瞬時情報システム）を活用
し、防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール、テレビ
などにより緊急情報をお知らせします。

万
が
一
に
備
え
る

正
し
い
情
報
把
握
と
適
切
な
行
動
を

▪ミサイル落下時の行動に関するQ＆A
Qミサイルは発射から何分くらいで日本に飛んでくるのでしょうか？
A北朝鮮から弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する場合は極めて短時間で日本に飛来することが予想されま

す。（平成28年2月には発射から約１０分後に約１,６００km離れた沖縄県先島諸島上空を通過しています。）
Qなぜ頑丈な建物や地下街などへ避難するのですか？
Aミサイル着弾時の爆風や破片などによる被害を避けるためには屋内（で

きれば頑丈な建物）や地下街など（地下街や地下駅舎などの地下施設）
への避難が有効だからです。

Q自宅（木造住宅）にいる場合はどうしたらよいでしょうか？
Aすぐに避難できる頑丈な建物や地下街などがあればただちにそちらに

避難してください。それができない場合はできるだけ窓から離れ、できれ
ば窓のない部屋に避難してください。

わ
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の

「
武
力
攻
撃
」や「
テ
ロ
」な
ど
が

万
が
一
起
き
た
場
合
に
は
、皆
さ
ん
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
が
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
が
、い
つ
、ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
の
か
を
事
前
に

予
測
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

実
際
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、一
人
一
人

が
混
乱
す
る
と
、対
応
の
遅
れ
や
新
た

な
危
険
が
生
じ
て
、被
害
を
拡
大
さ
せ

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、国
な
ど
か
ら
の
伝
達
事

項
や
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
の
情
報
を
十
分

に
聞
き
、ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ

い
か
を
判
断
す
る
た
め
の
正
し
い
情
報

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
、こ
う

し
た
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
、そ
の
際

に
必
要
な
も
の
は
何
か
な
ど
に
つ
い

て
、家
族
も
含
め
て
心
得
て
お
く
こ
と
、

備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

１
０
０
４
９
２
５

※ お伝えする緊急情報の内容

①発射情報・避難
の呼びかけ

【１】日本に落下する
可能性がある場合

【２】日本の上空を通
過した場合

【３】日本の領海外の
海域に落下した場合

ミサイル発射 ③落下場所
などの情報

②ミサイル
通過情報

②直ちに避難する
ことへの呼びかけ

②落下場所
などの情報
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ご
み
分
別
ア
プ
リ

サ
ー
ビ
ス
開
始
！

１
０
０
４
９
４
６

田
原
市
で
は
、6
月
か
ら
ア
ラ
ー
ム

に
よ
る
ご
み
の
収
集
日
の
お
知
ら

せ
や
、ご
み
の
分
別
情
報
を
確
認
で
き
る

ご
み
分
別
ア
プ
リ「
さ
ん
あ
～
る
」を
使
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

このアプリを使え
ば、分別方法や収
集日で悩むこと
がなくなります！

ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」
の
お
も
な
特
徴

▪
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー

　

お
住
ま
い
の
地
区
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
収
集
日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形

式
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ラ
ー
ム
で
収
集
日
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▪
分
別
検
索

　

ご
み
の
品
目
名
か
ら
分
別
区
分
を

検
索
で
き
ま
す
。

▪
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

各
セ
ン
タ
ー
・
炭
生
館
の
休
場
日

や
収
集
時
間
の
変
更
な
ど
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

アプリを起動させ、新規
登録を選択します。

アプリストア（Google play
やＡｐｐ store）から「さんあ
～る」で検索しダウンロード
してください。

下記のＱＲコードからもア
プリをダウンロードできま
す。

Google play

App Store

アプリの登録方法

1

2

都道府県選択で愛知県を
選択します。

自治体選択で田原市を選
択し、地区選択でお住まい
の地区を選択します。

利用者通知設定の当日通
知なしのボタンを右にする
と、通知時間などの設定が
できます。

田原市版トップ画面の右
上のアイコン（メニュー）を
選択します。

メニュー画面の設定を選
択します。

36

7 4

5

お住まいの
地区を選択
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6
年
間
の
学
校
生
活
で
、計
画
的
・

継
続
的
な
教
育
課
程
を
展
開
す

る
こ
と
で
、学
力
向
上
や
豊
か
な
人
間
性

の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、学
校
の
魅
力

を
高
め
、地
域
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す

る
中
高
一
貫
教
育
。

　

こ
の
う
ち
、設
置
者
が
異
な
る
場
合
で

も
実
施
可
能
で
、教
育
課
程
の
編
成
や
教

員
・
生
徒
間
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
連
携

を
深
め
る
取
り
組
み
を「
連
携
型
」中
高
一

貫
教
育
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

福
江
中
学
校
と
福
江
高
校
は
、昨
年
度

か
ら
試
行
的
に
授
業
や
学
校
行
事
、部
活

動
な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
て
き
ま
し

た
。両
校

で
は
こ
れ

ま
で
の
取

り
組
み
を

踏
ま
え
、

4
月
か
ら

全
校
規
模

で
本
格
的

に
連
携
型

中
高
一
貫

教
育
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
4
月
27
日（
木
）に
は
、両
校
や
市・県
教

育
委
員
会
、東
三
河
教
育
事
務
所
の
担
当

者
で
構
成
す
る「
田
原
市
中
高
一
貫
教
育

運
営
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、今
後
の
取
り

組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

　
今
後
も
、両
校
の
交
流
を
推
進
し
、関
係

す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23‐３
６
７
９

福
江
中
と
福
江
高
が
連
携

中
高
一
貫
教
育
が
本
格
ス
タ
ー
ト

▲田原市中高一貫教育運営委員会の様子

一般採用試験（統一試験）
❖第１次試験
期日＝7月23日（日）
場所＝田原市役所講堂（南庁舎６階）ほか
試験内容＝教養試験・作文試験（技術職以外）・専門試験

（技術職）・事務適性検査（消防職は消防適性検査）・職
場適応性検査（消防職以外）
❖第２次試験
第１次試験の合格者を対象に、面接試験を実施（消防
職は体力測定も実施）／期日・場所は後日通知
❖申し込み
受験申込書に必要事項を記入の上、持参または郵送・
インターネットにて／募集要項、受験申込書などは市
役所人事課・市HPにて／インターネットによる申し込
みは市HPで案内
❖受付期間
６月1日（木）～23日（金）／土・日曜日を除く午前８時３０
分～午後５時／郵送は６月23日（金）消印有効
※詳しくは市HPまたはお問い合わせください。
▶人事課☎23‐7404 23‐0180

田原市職員（平成30年４月１日採用予定）募集		 	 	 						 　	 1004877

募集職種 採用予
定人数 資格要件

事務職 6名程度 平成元年4月2日以降に生まれた方

事務職
（身体障害者対象） 若干名 昭和52年4月2日以降に生まれた方

技術職（土木） 若干名 平成元年4月2日以降に生まれた方

技術職
（土木・有資格者） 若干名 昭和52年4月2日以降に生まれた方で１

級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（保健師） 若干名
平成元年4月2日以降に生まれた方で保
健師資格を有する方または平成30年3
月末日までに取得見込みの方

学芸員 若干名
昭和52年4月2日以降に生まれた方で
学芸員資格を有する方または平成30年
3月末日までに受検資格取得見込みの方

保育職（新卒など） 12名
程度

平成4年4月2日以降に生まれた方で保
育士資格を有する方または平成30年3
月末日までに取得見込みの方

保育職（社会人） 若干名
昭和42年4月2日から平成4年4月1日
までに生まれた方で保育士資格を有す
る方

消防職 3名程度 平成4年4月2日以降に生まれた方

消防職
（救急救命士） 若干名

平成3年4月2日以降に生まれた方で救急
救命士資格を有する方または平成30年3
月末日までに受検資格取得見込みの方

▪
今
年
度
の
重
点
方
針

①
授
業
交
流
の
推
進

　

両
校
教
員
が
互
い
の
学
校
を
訪
問

し
、
授
業
を
行
っ
て
交
流
を
深
め
ま

す
。

②
部
活
動
交
流
の
推
進

　

両
校
の
す
べ
て
の
部
活
動
で
生
徒

と
教
員
が
互
い
の
活
動
に
参
加
し
ま

す
。

③
教
員
交
流
の
推
進

　
両
校
教
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
交

流
を
深
め
、
情
報
共
有
に
努
め
ま
す
。
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１
０
０
４
１
０
８

市
で
は
、シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
一
環

と
し
て
、プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ

公
式
戦（
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
×
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
）で
、「
花
だ
！
メ
ロ
ン
だ
！
波
乗

り
だ
！
渥
美
半
島
た
は
ら
デ
ー
」と
題
し
、

渥
美
半
島
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。こ
の

ゲ
ー
ム
を
観
戦
し

な
が
ら
田
原
市
を

一
緒
に
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
る「
応
援
団

員
」を
募
集
し
ま

す
。

▪
日
時

　
７
月
29
日（
土
）午
後
２
時
～（
正
午
開

場
）　

▪
場
所

　

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム　

パ
ノ
ラ
マ
Ａ
席（
内

野
５
階
席
）　

▪
チ
ケ
ッ
ト

　
無
料

　
※
交
通
費
は
各
自
で
負
担　

▪
募
集
人
数

　
１
０
０
名

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▪
申
込
資
格

①
田
原
市
在
住
の
方
で
、参
加
者
に
成

人
の
方
が
い
る
こ
と

②
市
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方

▪
申
込
方
法

　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
参
加
人

数（
１
組
４
名
ま
で
）と
全
員
の
氏
名
を

記
入
の
上
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

▪
申
込
期
限

　
６
月
23
日（
金
）必
着（
１
組
１
通
ま
で
）

▪
抽
選
結
果

　
7
月
上
旬
に
通
知
予
定（
郵
送
）

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

（
〒
４
４
１
‐３
４
９
２　
住
所
不
要
）

chisou@
city.tahara.aichi.jp

市民ボランティアを大募集！
中部・北陸実業団駅伝大会

◉大 会 日 時	 11月１９日日　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース スタート（伊良湖港）～フィニッシュ（はなとき通り）
◉応 募 資 格	 市内在住・在勤・在学の15歳以上の方　※中学生を除く。高校生は保護者の承諾が必要。

◉活 動 日 時	 11月１９日日　午前８時30分～午後2時ごろ（実活動は1時間程度）
◉活 動 内 容	 コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募 集 人 数 	 800名（先着順）
◉募 集 期 間	 7月３１日㊊まで（必着）
◉応 募 方 法	 申込用紙に必要事項を記入の上、持参またはＦＡＸ・Eメール・郵送にて
 　　　　（申込用紙は、スポーツ課、田原・赤羽根・渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で
　　　　　　　  配布するほか市HPからダウンロード可）
◉そ  の  他	 当日は主催者側でボランティア保険に加入
※詳しくは、申込用紙に添付の資料をご覧ください。コース図は市HPをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】▶スポーツ課　実業団駅伝担当　〒441－3492（住所不要）
　　　　　　　　　　　　 ☎23-3531　 22-3811
　　　　　　　　　　　　 sports@city.tahara.aichi.jp 

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に集結し、
熱いレースを繰り広げます。皆さんの参加でさらに大会を盛り上げ
るため、市民ボランティアを募集します。 1004091

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
田
原
市
を
Ｐ
Ｒ

応
援
団
員
を
募
集
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市
内
を
走
る
バ
ス
や
電
車
、
タ

ク
シ
ー
。
そ
し
て
伊
勢
湾

を
進
み
行
く
フ
ェ
リ
ー
。
こ
れ
ら
、
公
共

交
通
機
関
は
、
市
民
の
大
切
な
「
足
」
と

し
て
、
必
要
不
可
欠
な
乗
り
物
で
す
。

　
し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
利
用
は
全
国
的

に
年
々
減
り
続
け
、
運
行
の
継
続
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
本
市
の
公
共
交
通
の
現
状
】

◦
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
年
間
約
33
万
人

　
（
10
年
前
と
比
べ
、
１
割
以
上
減
少
）

◦
路
線
バ
ス
や
市
ぐ
る
り
ん
バ
ス
は
、
国

な
ど
の
補
助
で
運
行
を
維
持

▪
公
共
交
通
の
確
保
の
必
要
性

　
公
共
交
通
の
利
用
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
バ
ス
で
通
学
す
る
学
生
、
通

院
の
た
め
利
用
す
る
高
齢
者
、
電
車
で
の

通
勤
者
な
ど
、
公
共
交
通
は
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
や
ま
ち
全
体
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て
い
く
に

つ
れ
、
自
ら
車
で
移
動
で
き
な
く
な
る
と

き
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
家

族
や
友
人
の
送
迎
が
な
け
れ
ば
、
バ
ス
や

電
車
、
タ
ク

シ
ー
で
の
移

動
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ

そ
、
バ
ス
、

電
車
な
ど
移

動
手
段
を
選

択
で
き
て
便

利
で
使
い
や

す
い
も
の
に

し
て
お
く
た

め
に
は
、今
、

多
く
の
方
が

利
用
し
て
、

み
ん
な
で
公

共
交
通
を
維

持
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

月
に
一
回
程
度
バ
ス
を
利
用
す
る
な

ど
、皆
さ
ん
の
移
動
手
段
の
選
択
の
中
に
、

公
共
交
通
を
加
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
27‐８
６
０
３

▲通院に利用される路線バス（渥美病院）

▲ぐるりんミニバス（田原駅前バス停）

▲豊橋鉄道渥美線（カラフルトレイン）

▪
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

•

ご
家
族
や
友
だ
ち
と
の
お
出
か
け

に
、
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

•

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
乗
り
物
に
乗

る
楽
し
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

•

地
球
環
境
を
考
え
、
エ
コ
通
勤
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

乗
っ
て
守
ろ
う　
乗
っ
て
育
て
よ
う

～
移
動
手
段
を
選
択
で
き
る
地
域
社
会
で
あ
る
た
め
に
～

元気パス
「元気パス」をご購入いただくと、豊鉄バスの路線バスはどこまで乗っても
１乗車１００円（現金のみ）でご利用できます。

◉種類　３カ月券：5,000 円、６カ月券：9,000 円、１年券：15,000 円
◉購入方法　豊鉄バス株式会社☎(0532)44-8414 へお問い合わせください。購入時、年齢

確認ができる身分証明書（運転免許証、健康保険証など）が必要です。
◉助成　市では、７０歳以上の高齢者および６５歳以上の特定の障がいがある方を対象に元気パス（６カ月券、１年券）

の購入助成を行っています。（福祉タクシー券、バス電車券、元気パス購入助成券のいずれかを交付）
　詳しくは高齢福祉課☎23-4654 または地域福祉課☎23-3697 へお問い合わせください。

65歳以上の方へのどえらいお得な路線バス乗車割引券です
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❖
な
く
そ
う！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
火
）～
６
月
５
日（
月
）は

「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

で
、全
国
で
不
法
投
棄
を
な
く
す
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。田
原
市
で
も
、清

掃
活
動
の
支
援
や
、ご
み
持
ち
帰
り
の
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、「
し
な
い
」こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、「
さ
せ
な
い
」環
境
づ
く
り

も
大
切
で
す
。日
ご
ろ
か
ら
ご
自
身
の
土

地
や
、家
の
周
り
の
道
路
な
ど
を
き
れ
い

に
保
つ
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が
不
法
投

棄
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
７
月
に
は
田
原
市
環
境
保
全

条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
条
例
に

よ
り
、ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
違
反
者
に

対
し
て
過
料
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ご
み
の
ポ
イ
捨
て・不
法

投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

  

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、ご
家
庭
の

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
確
認
い
た

だ
き
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
の
ご
み
出
し
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

私
た
ち
の
ま
ち
を

も
っ
と
美
し
く
！

　

■ 私の地区の	廃棄物減量等推進員	さん
　平成 29 年度の各地区の廃棄物減量等推進員は次のとおりです。
　各地区から選出された推進員さんには、ごみの適正処理や減量化など
を目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活動を行ってい
ただきます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。【敬称略】

◉
六
連 

  

長
上　
　
　
　

沢
辺
恭
利　

久
美
原　
　
　

大
河
佳
靖　

浜
田　
　
　
　

中
村
邦
治　

百
　々
　
　
　

鈴
木
義
人　

新
浜　
　
　
　

坂
本　

剛　

◉
神
戸 

川
岸 

　
　

鈴
木
光
男　

漆
田
一
区　
　

萩
原
武
久　

　
　
　
　
　
　

伊
藤
雅
人　

漆
田
二
区　
　

荒
木
憲
一　

漆
田
三
区　
　

田
中
一
也　

東
赤
石　
　
　

矢
部
竜
二　

サ
ン
コ
ー
ト　

鈴
木
え
み
子

市
場　
　
　
　

三
浦
達
之　

青
津　
　
　
　

松
井
清
和　

希
望
が
丘　
　

内
海
健
司　

赤
松　
　
　
　

楠　

豊
一
朗

志
田　
　
　
　

仲
谷　

亮　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

河
合
良
長　

谷
ノ
口　
　
　

福
井　

学　

東
ケ
谷　
　
　

福
井
計
二　

◉
大
草 

大
草　
　
　
　

江
角
幸
二　

大
草
団
地　
　

大
嶋
康
晴　

◉
田
原
東
部 

相
川　
　
　
　

牛
田
健
司　

谷
熊　
　
　
　

田
中
雅
弘　

や
ぐ
ま
台　
　

岡
田
一
男　

豊
島　
　
　
　

岡
本
邦
彦　

　
　
　
　
　
　

清
水
修
二　

御
殿
山　
　
　

市
川
浩
一　

◉
田
原
南
部 

大
久
保　
　
　

中
神
尚
之　

　
　
　
　
　
　

中
神
信
二　

◉
童
浦
校
区 

吉
胡　
　
　
　

菰
田
昌
孝　

木
綿
台　
　
　

廣
田
誠
一　

吉
胡
台　
　
　

堀
内
千
里　

浦　
　
　
　
　

牧
野
英
行　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
寿
和　

西
浦　
　
　
　

朝
倉
義
夫　

波
瀬　
　
　
　

柴
田
保
秀　

姫
見
台　
　
　

山
田
清
隆　

片
浜　
　
　
　

山
田
克
成　

白
谷　
　
　
　

藤
城
清
太
郎

光
崎　
　
　
　

佐
々
木　

鋭

片
西　
　
　
　

水
田
一
規　

◉
田
原
中
部
校
区 

一
番
東　
　
　

山
本
芳
則　

一
番
西　
　
　

永
田
雄
次　

三
番
組　
　
　

涌
井　

朗　

四
番
組
東　
　

松
野
充
志　

四
番
組
西　
　

山
本
八
郎　

四
番
組
南　
　

小
原
圭
尓　

蔵
王
東
ケ
丘　

長
友
順
一　

蔵
王
南
ケ
丘　

木
下
三
次
郎

萱
町
一
区　
　

石
黒  

功　

萱
町
二
区　
　

山
内
里
美　

萱
町
三
区　
　

坂
東
一
治　

本
町　
　
　
　

光
部  

武　

新
町　
　
　
　

伊
藤
嘉
文　

◉
衣
笠
校
区 

加
治　
　
　
　

杉
原
敏
一　

　
　
　
　
　
　

小
久
保
誠
人

衣
笠　
　
　
　

渡
邉
親
悟　

八
軒
家　
　
　

平
野
晴
康　

藤
七
原　
　
　

金
田
二
彦　

鎌
田　
　
　
　

菅
原　

滿　

東
滝
頭　
　
　

加
藤
公
樹　

赤
石　
　
　
　

河
合
和
久　

◉
野
田
校
区 

芦　
　
　
　
　

河
合
幹
雄　

南　
　
　
　
　

鈴
木
桂
司　

彦
田　
　
　
　

岡
本
克
浩　

雲
明　
　
　
　

河
合  

太　

保
井　
　
　
　

渡
邉
朝
雄　

東
馬
草　
　
　

渥
美
昌
彦　

山
ノ
神　
　
　

富
田
敏
嗣　

西
馬
草　
　
　

鈴
木　

正　

今
方　
　
　
　

太
田
雅
文　

北
海
道　
　
　

河
合
孝
幸　

市
場　
　
　
　

河
合
伸
吾　

仁
崎　
　
　
　

河
邉
洋
隆　

ほ
る
と
台　
　

神
田　

修　

◉
高
松 

高
松　
　
　
　

浅
井
か
ず　

　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
智
子

◉
赤
羽
根
校
区 

赤
東　
　
　
　

中
村
孝
司　

赤
中　
　
　
　

彦
坂
充
昭　

赤
西　
　
　
　

鳥
居
弘
一　

◉
若
戸
校
区 

池
尻　
　
　
　

木
田
英
樹　

若
見　
　
　
　

小
林
邦
好　

越
戸　
　
　
　

伊
藤
正
明　

◉
和
地
地
区 

和
地
一
色　
　

河
合
靖
之　

和
地　
　
　
　

藤
井
享
則　

土
田　
　
　
　

河
合
義
一　

◉
堀
切
地
区 

堀
切　
　
　
　

岡
田
啓
介　

小
塩
津　
　
　

渡
會
輝
雄　

◉
伊
良
湖
地
区 

伊
良
湖　
　
　

小
久
保
幸
正

日
出　
　
　
　

齋
藤
一
弘　

◉
亀
山 

亀
山　
　
　
　

橋
本
利
一　

西
山　
　
　
　

清
田
幸
男　

◉
中
山
校
区 

中
山　
　
　
　

石
倉
武
志　

　
　
　
　
　
　

木
藤
雄
三　

小
中
山　
　
　

中
川
治
久　

　
　
　
　
　
　

川
口
義
彦　

◉
福
江
校
区 

長
沢　
　
　
　

鵜
飼
直
人　

福
江　
　
　
　

中
村
勝
彦　

　
　
　
　
　
　

白
谷
弘
行　

保
美　
　
　
　

山
本
貢
司　

　
　
　
　
　
　

齋
藤
徳
俊　

向
山　
　
　
　

片
山
光
生　

◉
清
田
校
区 

山
田　
　
　
　

髙
槗
博
文　

高
木　
　
　
　

木
村　

聡　

折
立　
　
　
　

福
田
享
志　

古
田　
　
　
　

渡
邉
正
顕　

　
　
　
　
　
　

山
本
公
彦　

◉
泉
校
区 

宇
津
江　
　
　

千
賀　

肇　

江
比
間　
　
　

伊
藤
康
弘　

八
王
子　
　
　

渡
辺
義
苗　

村
松　
　
　
　

渡
邉
康
宏　

馬
伏　
　
　
　

丸
井
勝
則　

伊
川
津　
　
　

太
田
優
彦　

石
神　
　
　
　

藤
村
孝
男　

夕
陽
が
浜　
　

新
井
正
三　

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

広報たはら  平成29年6月│    │7



平成29年6月  広報たはら │    │8



広報たはら  平成29年6月│    │9



　
こ
れ
以
上
多
く
の
遊
休
農
地
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
自
分
で
耕
作
で
き
な

い
農
地
が
あ
っ
た
ら
、そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

担
い
手
農
家
に
貸
し
出
す
、
売
却
す
る
な

ど
し
て
農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

　
営
農
支
援
課
で
は
遊
休
農
地
解
消
の
た

め
、農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
を
購
入
も
し
く
は
借
り
受
け
、

耕
作
で
き
る
よ
う
に
再
生
す
る
費
用
に
対

し
て
、
要
件
を
満
た
せ
ば
国
の
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
農
地
の
売
買
、
貸
借
な

ど
で
お
悩
み
の
方
、
遊
休
農
地
の
再
生
を

ご
検
討
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
営
農
支
援
課

（
田
原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22‐１
１
２
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
休
農
地
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

　

 

　

農
地
は
大
切
な
財
産
で
あ
る
と
と
も

に
、地
域
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
市
内
に
は
耕
作
さ
れ
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
多
く
存
在
し

ま
す
。
一
度
遊
休
農
地
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
再
び
農
地
と
し
て
利
用
す
る
に
は
多

く
の
労
力
や
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

周
辺
農
地
の
耕
作
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。　

  
農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
の
遊
休
農
地

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
「
遊
休

農
地
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　　

49 平成 29 年６月
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農
地
の
転
用
は
、
農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

　
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、
農
地
を

転
用
し
て
他
の
目
的
に
使
用
し
た
い
と
考

え
る
方
も
い
ま
す
。駐
車
場
や
資
材
置
場
、

最
近
で
は
太
陽
光
発
電
設
備（
ソ
ー
ラ
ー
）

用
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
所
有
す
る

農
地
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
農
地
転
用
に
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ど
こ
で
も
転
用
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
た
場

所
な
ど
で
は
、
農
業
用
施
設
な
ど
を
除
け

ば
、
転
用
許
可
の
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
許
可
を
得
な
い
ま
ま
農
地
の

転
用
を
行
っ
た
場
合
、
県
知
事
よ
り
工
事

中
止
の
命
令
が
下
さ
れ
た
り
、
元
の
農
地

の
状
態
に
戻
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
農

地
転
用
を
検
討
す
る
場
合
は
、
事
前
に
農

業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
水
利
が
あ
る
な
ど
耕
作
に
適
し
た
農

地
に
つ
い
て
は
、
農
地
の

ま
ま
貸
し
出
す
こ
と
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◦実態調査結果による遊休農地の面積
年度

地域 H26 H27 H28

田原 171.2 170.9 185.1

赤羽根 62.1 60.8 57.5

渥美 208.6 222.9 212.3

合計 441.8 454.6 455.0

（単位：ha、小数点第２位以下を四捨五入）

 ●周辺農地に迷惑をかけないようにしましょう
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平
成
28
年
度

農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
関
わ
る
手
続
き
な
ど　

　●
農
地
法
第
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、
権
利
の
設
定

ま
た
は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の

手
続
き

●
農
地
法
第
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途

に
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
５
条
関
係

農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す

る
た
め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有

権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

◦
「
許
可
」
は
市
街
化
調
整
区
域
を
対
象
に

し
た
転
用
、「
届
出
」
は
市
街
化
区
域
を
対

象
と
し
た
転
用
（
農
地
法
第
４
条
、
５
条

関
係
）

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
農
地

売
買
、
貸
借
の
手
続
き

　　

各
種
申
請
に
は

毎
月
締
め
切
り
日

が
あ
り
ま
す
。
期

日
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

農
業
者
年
金
「
現
況
届
」
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

受
付
期
間
は
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

　
現
況
届
は
、
毎
年
農
業
者
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
農
業

者
年
金
基
金
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
現
況
届
に
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

平
成
28
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ

び
支
給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
提
出
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

・
渥
美
支
所
市
民
生
活
課

●
留
意
事
項

・
現
況
届
を
紛
失
ま
た
は
汚
損
さ
れ
た
場

合
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

は
、
お
近
く
の
農
協
で
死
亡
の
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
、戸
籍
謄
本
、

請
求
者
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
が

必
要
で
す
。）

・
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

計
そ
の
他

使
用
貸
借

賃
貸
借

贈
与

交
換

売
買

種
別

123 ５ 12 ７ 26 12 61 件
数

27
万
３
４
６
７
㎡

１
万
７
６
３
５
㎡

６
万
１
６
０
６
㎡

３
万
５
５
８
４
㎡

５
万
６
２
１
６
㎡

　
　
９
８
７
６
㎡

９
万
２
５
５
０
㎡

面
積

計 届
出

許
可

種
別

19 10 ９ 件
数

１
万
６
９
０
２
㎡

　
　
６
１
８
６
㎡

１
万　
７
１
６
㎡

面
積

計 届
出

許
可

種
別

110 57 53 件
数

５
万
７
２
４
０
㎡

２
万
１
７
８
１
㎡

３
万
５
４
５
９
㎡

面
積

計 貸
借

売
買

種
別

517 406 111 件
数

111
万
６
８
０
２
㎡

95
万
７
３
９
４
㎡

15
万
９
４
０
８
㎡

面
積

申請・届出など 締切日

農地法第３条許可申請

毎月５日（閉庁日の場合は翌平日）農地法第４条許可申請

農地法第５条許可申請

農地法第４条届出（市街化区域内の転用）
随時

農地法第５条届出（市街化区域内の転用）

農地利用集積計画の申出 毎月２５日（閉庁日の場合は翌平日）
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田
原
市
で
は
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
す

べ
て
の
住
宅
の
寝
室
、
台
所
、
階
段
（
２

階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
警
報
器
本
体
の
寿
命
は
、
10
年
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
設
置
し

て
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
警
報
器

は
、
電
池
の

寿
命
や
機
器

の
故
障
な
ど

に
よ
り
、
い

ざ
と
い
う
と

き
に
き
ち
ん

と
作
動
し
な

い
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
作
動
確
認
を
し
て
、
適
切
な
管

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

　

は
し
ご
自
動
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

平
成
28
年
12
月
か
ら
約
４
カ
月
間
に
渡
り

行
い
、
完
了
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
、
は
し
ご
自
動
車

の
消
火
・
救
助
活
動
な
ど
の
使
用
時
に
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
故
障
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
は
し
ご
自
動
車
の
安
全
基

準
」
に
基
づ
き
、
運
用
開
始
か
ら
お
お
む

ね
7
年
目
で
１
回
目
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
継
続
し
て

使
用
し
て
い
く
場
合
は
、
５
年
に
至
る
前

（
運
用
開
始
か
ら
12
年
）
に
実
施
す
る
も

の
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
安
全

性
の
確
保
と
長
期
間
の
使
用
の
た
め
、
精

密
な
点
検
を
行
っ
た
上
、
摩
耗
し
て
す
り

減
っ
て
し
ま
っ
た
金
属
部
品
や
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
、
電
気
配
線
や
油
圧
部
品
な
ど
の

修
理
・
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
は
、
渥
美
分
署
の

25
ｍ
級
バ
ス
ケ
ッ
ト
付
き
高
所
放
水
車
が

１
回
目
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
し
ご
自
動
車
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
完
了

▲はしご自動車（田原市消防署）▲高所放水車（渥美分署）

住宅用火災警報器の作動確認法
◉いずれかの動作をする

◦音やメッセージが流れる場合：正常です。
◦音やメッセージが流れない場合：電池が正

しく装着されているか確認してください。それ
でも音などが流れない場合は電池切れか故障が
考えられるため取扱説明書をご確認ください。

ボタン
を押す

ひ　も
を引く

火
の
用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に

消太

救子

夏
号

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

～
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
～

※機器により
異なります
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３
月
20
日
に
発

生
し
た
救
急
事
案

で
、
１
１
９
番
通

報
と
と
も
に
胸
骨

圧
迫
な
ど
の
適
切

な
応
急
手
当
に
よ

り
、
救
命
に
寄
与

さ
れ
た
8
名
の
方

に
対
し
、
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

【
感
謝
状
授
与
者
】

　

岡
本
広
宣
さ
ん
、
岩
本
正
臣
さ
ん
、
鈴

木
直
也
さ
ん
、
亀
田
勝
利
さ
ん
、
小
林

章
浩
さ
ん
、
森
下
昌
洋
さ
ん
、
大
久
保

勇
二
さ
ん
、
福
井
一
男
さ
ん

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

⑨
図
書
館
で
借
り
る
も
の
と
い
え
ば

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
調
査
し
て
証
明
す
る
こ
と

⑤
雪
景
色
を
眺
め
楽
し
む
こ
と

⑥
運
が
良
い
こ
と

⑧
人
の
○
○
○
も
75
日

⑩
電
気
が
止
ま
る
こ
と

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　
カ
ン
シ
ャ
】

（
応
募
総
数
38
通
中
、正
解
38
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
病
気
も
ケ
ガ
も
な
く
元
気
な
こ
と

②
頭
の
良
い
人

③
金
融
機
関
に
お
金
を
預
け
る
こ
と

④
地
球
の
表
面
積
の
約
７
割
を
占
め
る

⑦
相
撲
の
決
ま
り
手
、○
○
○
投
げ

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲消防長から感謝状を贈呈された皆さん

救
急
活
動
協
力
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

⑥

①A ③

⑦D

B

②

⑧ ⑨C

⑤

⑩

④

E
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●H28.11 赤ちゃんサロン

●H28.12 ビーチクリーン

●H29.3 野菜を楽しく摂取！●H28.8 2016田原市長杯●H28.12 ビーチクリーン

●H28.10 全日本サーフィン選手権大会

田原市
スポーツ推進委員
（スポーツ課）
☎23‐3531

［投稿者］

　現在単身赴任中で、初めて市外
に出て田原市の良さを再認識し
ています。田原市の自然のすばら
しさを皆さんにお伝えします。

近藤洋介（田原東部地区）
　今年も田原市の観光、イベント、
旬の農産物の紹介や今まで見逃
した身近な話題を紹介します。今
年、70才！まだまだがんばります。

太田俊一（童浦地区）

　田原市が募集した広報サポーターに、私たち3名が選ばれました。
　これから広報紙作成やSNSでの発信などに関わっていきますので、どうぞよろしくお願いします。
身近な話題や、ためになる情報など、市民の皆さんにお届けしていきます。皆さんの地域にも取材に
伺うかもしれませんので、ご協力をお願いします。

　                 1004089
▶広報秘書課☎22-0138

　田原市スポーツ推進委員は、各校区から推薦された２９名で活動しており、市民の皆さ
んにニュースポーツを知ってもらい楽しんでやってもらうことを主な目的としています。
　毎月第２火曜日と第４水曜日にキンボールスポーツ教室を開催し、他にもディスクドッヂ
やペタンク教室なども行っています。その他、各校区で行う健康講座や各団体が行う出前
講座にも講師として参加し、地域のスポーツ推進のために活動しています。
　日ごろの運動不足解消や仲間づくりなど、気軽に参加できるディスクドッヂ大会やキン
ボールスポーツ大会、ウォーキング大会なども開催していますので、ぜひ参加してください。

「スポーツ大好き　田原」
みんながスポーツを楽しめるまちを目指して

キンボールスポーツ教室
【日時】毎月第2火曜日、第4水
曜日19：30～

【場所】第2火曜日：旧野田中体
育館　第4水曜日：渥美運動公
園（9月以降は赤羽根中体育館
または旧野田中体育館）

【申し込み】不要※直接お越し
ください。

【持ち物】体育館シューズ、飲み
物、運動できる服装

◆Ｈ２８広報サポーターフォトダイアリー◆　　　　　　　  
　平成28年度の広報サポーターだよりを写真で振り返ります。

　２年目も皆さんに新たな気づ
きや田原をもっと好きになるきっ
かけをつくれるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。

中川倫子（赤羽根地区）

土倉 旺くん
おう

3歳
浦町

河合 一樹くん
いつ  き

７カ月
池尻町

手嶋 みのりちゃん

8カ月
吉胡台

▲ペタンク教室の様子
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【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251
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●H29.3 野菜を楽しく摂取！●H28.8 2016田原市長杯●H28.12 ビーチクリーン

●H28.10 全日本サーフィン選手権大会

田原市
スポーツ推進委員
（スポーツ課）
☎23‐3531

［投稿者］

　現在単身赴任中で、初めて市外
に出て田原市の良さを再認識し
ています。田原市の自然のすばら
しさを皆さんにお伝えします。

近藤洋介（田原東部地区）
　今年も田原市の観光、イベント、
旬の農産物の紹介や今まで見逃
した身近な話題を紹介します。今
年、70才！まだまだがんばります。

太田俊一（童浦地区）

　田原市が募集した広報サポーターに、私たち3名が選ばれました。
　これから広報紙作成やSNSでの発信などに関わっていきますので、どうぞよろしくお願いします。
身近な話題や、ためになる情報など、市民の皆さんにお届けしていきます。皆さんの地域にも取材に
伺うかもしれませんので、ご協力をお願いします。

　                 1004089
▶広報秘書課☎22-0138

　田原市スポーツ推進委員は、各校区から推薦された２９名で活動しており、市民の皆さ
んにニュースポーツを知ってもらい楽しんでやってもらうことを主な目的としています。
　毎月第２火曜日と第４水曜日にキンボールスポーツ教室を開催し、他にもディスクドッヂ
やペタンク教室なども行っています。その他、各校区で行う健康講座や各団体が行う出前
講座にも講師として参加し、地域のスポーツ推進のために活動しています。
　日ごろの運動不足解消や仲間づくりなど、気軽に参加できるディスクドッヂ大会やキン
ボールスポーツ大会、ウォーキング大会なども開催していますので、ぜひ参加してください。

「スポーツ大好き　田原」
みんながスポーツを楽しめるまちを目指して

キンボールスポーツ教室
【日時】毎月第2火曜日、第4水
曜日19：30～

【場所】第2火曜日：旧野田中体
育館　第4水曜日：渥美運動公
園（9月以降は赤羽根中体育館
または旧野田中体育館）

【申し込み】不要※直接お越し
ください。

【持ち物】体育館シューズ、飲み
物、運動できる服装

◆Ｈ２８広報サポーターフォトダイアリー◆　　　　　　　  
　平成28年度の広報サポーターだよりを写真で振り返ります。

　２年目も皆さんに新たな気づ
きや田原をもっと好きになるきっ
かけをつくれるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。

中川倫子（赤羽根地区）

土倉 旺くん
おう

3歳
浦町

河合 一樹くん
いつ  き

７カ月
池尻町

手嶋 みのりちゃん

8カ月
吉胡台

▲ペタンク教室の様子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ▪

中
山
校
区
の
現
状

　
広
大
な
農
地
と
三
河
湾
を
遠
望
す
る
海

岸
を
有
す
る
中
山
校
区
は
、田
原
市
の
中

で
は
比
較
的
人
口
の
多
い「
中
山
」と「
小

中
山
」の
２
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
産
業
は
両
地
区
で
盛
ん
な
農
業
と
小
中

山
地
区
を
中
心
に
営
ま
れ
る
漁
業
で
、ど

ち
ら
も
時
代
の
進
化
と
と
も
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、近
年
は
人
口
減
少
に
加
え
、就

業
者
の
高
齢
化
や
、社
会
構
造
の
変
化
に

伴
う
後
継
者
不
足
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、中
山
校
区
で
は
、あ
ら
た

め
て
地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、少

し
で
も
多
く
の
人
が
地
域
へ
の「
愛
着
」を

持
て
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▪
４
月
の
恒
例
行
事「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

　
毎
年
４
月
、小
中
山
児
童
公
園
で
、さ
く

ら
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は

満
開
の
桜
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、あ
い

に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
、当
日
は
多
く
の
人
々
が
訪

れ
、雨
の
滴
が
し
た
た
る
満
開
の
桜
を
眺

め
た
り
、出
展
ブ
ー
ス
で
の
買
い
物
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
中
山
児
童
公
園
付
近
に
は
、貴
重
な

戦
争
の
遺
構
で
あ
る
伊
良
湖
射
場
跡
や
、

昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
田
戸

神
社
な
ど
、校
区
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。さ
く
ら
ま
つ
り
は
、地
域

の
人
々
が
、年
に
一
度
咲
き
誇
る
公
園
の

桜
を
楽
し
み
に
こ
こ
に
集
い
、あ
ら
た
め

て
校
区
の
魅
力
を
実
感
で
き
る
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、交
流
を
深
め
る
場

と
し
て
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
平
成
29
年
度
田
原
市
市
民
協
働
ま
ち
づ

く
り
事
業
補
助
金
採
択
事
業
）

　　

田
原
市
ふ
る

さ
と
大
使
の
金

田
哲
で
す
！
こ

の
夏
、実
行
委
員

の
一
員
と
し
て

行
う
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、チ
ー

ム
で
造
る
サ
ン
ド
ア
ー
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン

を
通
じ
て
、砂
と
い
う
資
源
の
尊
さ
や
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
委
員
長
の
２
つ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。1
つ
は
、障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
社
会
と
の
交
流
を

図
り
、い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
場
を
創

り
出
す
こ
と
で
す
。サ
ン
ド
ア
ー
ト
を
通

じ
て
、団
体
で
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

み
ん
な
で
１
つ
の
物
事
を
成
し
遂
げ
る
達

成
感
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、障
害
の
あ
る
方
に
対
す

る
偏
見
の
な
い
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
で
す
。笑
顔
が
絶
え
な
い
時
間
を
生

み
出
し
、障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
へ
の

理
解
を
深
め
、差
別
が
な
く
住
み
や
す
い

地
域
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、親
子
で
楽
し
め
る
サ
ン
ド

ア
ー
ト
体
験
教
室
や
彫
刻
家
の
保
坂
俊
彦

さ
ん
に
よ
る
指
導
や
審
査
で
、一
歩
進
ん

だ
砂
遊
び
を
体
験
で
き
ま
す
。サ
ー
フ
ィ

ン
体
験
や
宝
探
し
、お
菓
子
投
げ
な
ど
、イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
今
年
の
夏
は
僕

と
一
緒
に
た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！　

【
日
時
】７
月
16
日（
日
）午
前
９
時
～

【
場
所
】赤
羽
根
西
海
岸（
ロ
コ
パ
ー
ク
）

【
問
い
合
わ
せ
】た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　
林
智
也

tahara.sandart@
gm

ail.com
http://w

w
w

.openm
ind-project.org

※
詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

中
山
校
区
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　若戸小学校では、毎年「春の遠足」を児童全員で実施していま
す。初めに６年生の運営委員が企画した「１年生歓迎会」を校庭
で行った後、縦割り班の上級生が下級生の手を引いて、歩いて
出かけます。１年生は６年生に手をつないでもらい、とてもう
れしそうです。途中、校区内の農園でいちご狩りをさせていた
だき、その後、表浜海岸へ向かいました。　
　到着後は最初に海岸清掃を行いました。この活動は昔から続
けられており、昨年度、国土交通省からこれまでの海洋環境保
全活動を認められ表彰を受けました。
　海岸清掃の後は、縦割り班でお弁当を食べて、砂浜で思いっ
きり遊びました。砂浜へのダイビングを楽しむ班もあれば、砂
に物を埋めて宝探しをする班もあり、上級生が下級生をしっか
りリードし楽しく過ごすことができました。
　「春の遠足」は、児童同士のつながりを深めることができると
ともに、地区の自然を楽しんだり、ふるさと学習のヒントを得
たりできる大変有意義な時間となっています。

　田原中学校では、新入生歓迎会を縦割り班で行っています。縦割り班で行うねらいは、「上級生と
交流する中で新入生には安心感をもってもらう」「2・3
年生は上級生としての自覚をもつ」ということです。
　生徒会役員が、「全校生徒が一体感をもって学校を盛
り上げるようにするにはどうしたらよいか」と一生懸命
考えて企画しました。
　最初の「自己紹介タイム」では、「何と呼ばれたいか」

「田原中の良いところは」「所属する部活動は」「出身小学
校は」などについてグループ内でそれぞれ自己紹介を行
いました。その後、「爆弾ゲーム」をして楽しみました。

「爆弾ゲーム」とは、爆弾に見立てた物を回し、運悪く（運
よく？）爆弾に当たった人は質問に答えるもので、生徒
会からの「生まれ変われるとしたら何になりたい？」と
いった質問に楽しく答えていました。
　このゲームで良い雰囲気となったところで、年間の学校行
事の紹介スライドを上映したり、校歌を全校で歌ったりしまし
た。全校生徒642名は、体育館で楽しいひと時を過ごすとと
もに、交流を深めることができました。◦自己紹介タイムの様子

「春の全校遠足」
つながりを深め地域を愛する心を育てる 若戸小学校

「新入生歓迎会」
ウェルカム！田原中へようこそ！！ 田原中学校

◦1年生歓迎会の様子

◦砂浜での宝探し

◦新1年生を交え、縦割り班で説明
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　第14回市民緑花まつりがサンテパルク
たはらで開催され、約１万７０００名が来園し
ました。会場では、フラワー教室など各種体
験教室のほか、植木や花苗の無料配布やフ
ラワー作品の展示などが行われ、来園者は
花と緑に触れ合う有意義な一日を過ごしま
した。

　独立行政法人国際協力機構（Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ）のエジプト国
小規模農家の市場志向型農業改善プロジェクトの一環
として研修員８名が本市を訪問しました。研修員は、田
原市における農業の位置づけや、市やＪＡ、県、土地改
良区の関わりなどについて受講しました。視察先では
農業施設などの組織・管理体制や農産物の生産から販
売までの具体的な取り組みを学びました。

緑と花とのふれあい
これからも

5/4
［木・祝］

農業技術を学び
自国で生かす

5/11
［木］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

◎個人ダブルス：準優勝、団体：5位
根木凌

り ょ う た

汰くん（東部中3年）

▪平成28年度第28回都道府県対
抗全日本中学生ソフトテニス大会

（三重県伊勢市ほか［3／26～28］）

▲キャベツ畑で担当者の説明を受ける研修生の皆さん

▲慣れないのこぎりに苦戦しながらも楽しい体験となりました（丸太早切り大会）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　農業祭がサンテパルクたはらで開催され、約1
万６５００名が来園しました。会場では、地元の新鮮
な農畜産物などの販売ブースのほか、警察・消防な
りきり体験やビンゴ大会・餅投げなどが行われまし
た。この日は天候にも恵まれ、来園者はゴールデン
ウィークの一日を楽しく過ごしました。

　4月中旬に開催された「大村愛知県知
事と渥美半島を語る会」に出席し、知事
の渥美半島に対する現状認識と将来構
想について話を伺うことができました。
　田原市の農業、漁業、教育さらに臨海
部の諸事業や企業立地におよぶ現況と
課題を、港湾や半島の道路計画と関連
させていることは、大いに評価・期待す
るところです。
　東三河県庁の設置など、もともと当地
に対して積極的に取り組んでこられた

大村知事の心強い姿勢がひしひしと伝
わってきました。
　今回、対話の重要性を再認識しました
ので、引き続き渥美半島の活性化の取
り組みを進めるとともに、大村知事との
協力関係をしっかり築いていきたいと思
います。

　田原市博物館で恒例の鎧
よろい

を着てみようが
開催され、親子など約３０名が参加しまし
た。このイベントは、平成１０年から毎年子
どもの日に行われており、現代の鎧師が作
成した甲冑を身に着けることができます。
参加者は、戦国武将になりきって思い思い
のポーズで記念撮影を楽しみました。

地元の恵みを求め
みんなおいでん！４/30

［日］

大村県知事に期待！

▲長野県宮田村（友好都市）の特産品ブースは今年も大人気でした

気分は若武者！
戦国時代に思いはせ

5/5
［金・祝］

▲勇ましい武者姿にりりしい表情が決まっていますね！
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お
し
ら
せ

表
彰

平
成
29
年
春
の
褒
章

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
が
褒
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。

▪
黄
綬
褒
章

中
神
享き
ょ
う
ぞ
う
三
さ
ん
（
農
業
／
業
務

精
励
／
大
久
保
町
）

平
成
29
年
度

「
み
ど
り
の
日
」自
然
環
境

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
西
の
浜
海
岸

の
清
掃
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
自

然
環
境
の
保
全
お
よ
び
普
及
啓
発

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
、
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊

（
代
表
：
鈴
木
吉
春
氏
）
が
、
４

月
19
日
（
水
）

に
、
環
境
大

臣
表
彰
（
自

然
環
境
功
労

者
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

５
時
（
交
代
勤
務
）　

賃
金
：
時

給
８
７
０
円　
選
考
方
法
：
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
後
、

面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通

知
）　
申
込
締
切：６
月
18
日（
日
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

１
０
０
３
５
６
９

対
象
：
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
こ
の
事
業
者
で

組
織
す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事

業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体

内
容
：
田
原
市
の
地
域
資
源
や
地

域
特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品

を「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

募
集

出
土
品
整
理
・
発
掘
調
査

作
業
員
（
文
化
財
課
）

 

１
０
０
４
９
３
６

勤
務
内
容
：
出
土
品
整
理　
募
集

人
員
：
１
名　
採
用
期
間
：
７
月

１
日
～
平
成
30
年
２
月
28
日　
賃

金
：
時
給
８
７
０
円
（
現
場
：
時

給
９
５
０
円
）　

勤
務
場
所
：
渥

美
郷
土
資
料
館
ほ
か　

勤
務
形

態
：
火
曜
日
～
土
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分　
選
考

方
法
：
面
接　
申
込
締
切
：
６
月

18
日
（
日
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

企
画
展
監
視
員

（
田
原
市
博
物
館
）

１
０
０
４
９
３
３

勤
務
内
容
：
展
示
室
監
視
、
受

付
、
来
館
者
対
応
な
ど　
募
集
人

員
：
10
名　
採
用
期
間
：
７
月
15

日
～
12
月
10
日　
勤
務
場
所
：
田

原
市
博
物
館　
勤
務
形
態
：
午
前

９
時
～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込
：
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

光
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・

渥
美
支
所
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

消
費
生
活
相
談
員
養
成
研
修

研
修
生　
　

１
０
０
４
９
３
４

対
象
：
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試

験
合
格
後
、
県
内
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
で
勤
務
を
希
望
す
る
方
な

ど　
募
集
人
員
：
20
名
程
度　
内

容
：
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
法

令
な
ど
の
講
義
や
実
地
研
修
な
ど

実
施
時
期
：
7
月
～
12
月
の
50
日

程
度　
研
修
場
所
：
座
学
は
名
古

屋
駅
周
辺
、
実
地
は
県
消
費
生
活

相
談
窓
口　
受
講
料
：
無
料
（
修

了
者
に
は
原
則
と
し
て
交
通
費
相

当
額
を
支
給
）　

申
込
：
6
月
22

日（
木
）ま
で
に
県
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
必

要
書
類
に
記
入
の
上
、
県
民
生
活

課
へ
郵
送
（
必
着
）

▼
愛
知
県
県
民
生
活
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
１
６
５

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/

soshiki/kenm
inseikatsu/

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。
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イ
ベ
ン
ト

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

開
演
日
：
７
月
８
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
開
演
（
30
分
前
開
場
）

内
容
：「
魅
せ
る
」
弦
の
華
～
ク
レ

イ
ド
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
～　
場
所
：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ

か　
入
場
料
：
１
５
０
０
円
（
ド

リ
ン
ク
付
き
）
／
当
日
２
０
０
０

円　

そ
の
他
：
市
内
文
化
会
館
な

ど
で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局

☎
32‐３
９
６
３講

座

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

１
０
０
４
０
５
８

対
象
：
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

日
時
／
内
容
：
表
の
と
お
り
（
一

部
、内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

場
所
：
田
原
福
祉
専
門
学
校　
受

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

１
０
０
４
９
３
５

対
象
：
２
日
間
と
も
受
講
で
き
る

方　

日
時
：
７
月
29
日
（
土
）・

30
日
（
日
）
／
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　
場
所
：
あ
つ
み
ラ
イ

フ
ラ
ン
ド
第
１・
２
会
議
室　

内

容
：
災
害
時
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
調
整
役
と
な
る
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
技
能
を
学
ぶ

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
６
月
30

日
（
金
）
ま
で
に
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

持
ち
物
：
筆
記
用
具　

そ
の
他
：

講
座
修
了
者
に
修
了
証
書
を
交
付

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

パ
ソ
コ
ン
教
室

１
０
０
４
９
４
０

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方　
日
時
：
表
の
と
お
り

場
所
：
田
原
文
化
会
館
旧
メ
デ
ィ

ア
研
修
室（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

内
容
：
初
心
者
向
け　
定
員
：
各

５
名　
受
講
料
：
無
料
／
テ
キ
ス

講
料
：
無
料

申
込
：
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
開

催
日
前
日
ま

で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
参
加
人
数
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

ト
代
は
表
の
金
額
を
実
費
負
担　

持
ち
物
：
筆
記
用
具　
申
込
：
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

そ
の
他
：

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
６
１

23‐０
１
８
０

日時 内容
  6／17土13：30～16：30 学校概要・授業説明、学内見学、座談会
  7／ ９日11：00～15：30 福祉レクリエーションスポーツ、模擬授業、座談会など
  7／23日13：30～16：30 福祉文化活動（音楽療法）、模擬授業（入浴介助）など
  8／ ５土13：30～16：00 模擬授業（移動介助）、座談会
  8／20日13：30～16：00 模擬授業（疑似体験）、座談会
  9／10日13：30～16：00 入試説明会（募集要項説明・入試対策）
10／14土11：00～12：30 学内見学　※たっぷく祭（学園祭）開催中
Ｈ30／
  3／25日13：30～16：00

学校概要・授業説明、学内見学
※2019年度以降の入学希望者向け

コース 日時 テキスト代
初心者のためのワード
２０１３【全４回】
６／１～申込可

7／８土・15土・22土・29土
10:15～12:15 1,300円

初心者のためのエクセ
ル２０１３【全４回】
６／１～申込可

7／８土・15土・22土・29土
13:30～15:30 1,300円

かんたん！パソコンで
年賀状作成
１１／１～申込可

12／９土
①10:15～12:15
②13:30～15:30

無料

使用機材　パソコン：ＯＳ＝ Windows10　　使用ソフト：ワード2013、エクセル2013

▲オープンキャンパス
申し込み用QRコード

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE
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も
あ
り
ま
す
。
県
内
産
の
食
材
を

積
極
的
に
扱
う
「
い
い
と
も
あ
い

ち
推
進
店
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」

の
検
索
は
県
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.pref.aichi.jp/nourin/

iitom
o/iitom

oaichi/

）
に
て

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

６
月
は
食
育
月
間１

０
０
４
０
６
５

　
食
育
月
間
は
、国
が
定
め
た「
食

育
推
進
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
平

成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

毎
年
６
月
が
「
食
育
月
間
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
家
族
全

員
で
楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ

う
！

　

健
康
な
体
を
育
む
た
め
に
重
要

な
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
早
寝
・
早

起
き
を
し
、
１
日
３
回
、
食
事
を

取
る
こ
と
に
よ
り
整
い
ま
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
か

ら
毎
日
繰
り

返
す
こ
と
に
よ

り
習
慣
化
す
る

こ
と
が
大
切
で

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

生
活

愛
知
県
産
品
を
食
べ
よ
う
！

「
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動
」

１
０
０
４
０
６
６

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
「
愛
知
県
農
林
水
産
業
の
応
援

団
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
消
費
者

と
生
産
者
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知

県
の
農
林
水
産
業
を
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
愛
知

県
の
農
林
水
産
物
を
も
っ
と
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
（
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
）
と
い
う
、「
愛
知

県
版
地
産
地
消
の
取
り
組
み
」
で

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
４
９
２
０

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

日
時
：
７
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午　
場
所
：
渥
美

分
署　

内
容
：
心
肺
蘇
生
法
や

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
な
ど

を
学
ぶ　
定
員：20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
７
月
１

日
（
土
）
ま
で
に
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）
そ
の

他
：
講
習
修
了

者
に
修
了
証
を

交
付
／
た
は
ら

健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象

▼
渥
美
分
署

☎
33‐０
１
１
９

32‐２
４
７
９

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
6
月
11
日
（
日
）
午
前
８

時
45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋

山
会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
の
義

倉
３　
講
師
：
崋
山
・
史
学
研
究

会 

石
川
洋
一
氏　

受
講
料
：
無

料　
申
込
：
当
日
会
場
に
て

す
。
ま
ず
は
、

家
族
全
員
で

毎
日
楽
し
く

朝
食
を
食
べ

る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気

を
つ
け
、
特
に
不
足
し
が
ち
な
野

菜
は
、
新
鮮
・
安
心
安
全
で
お
い

し
い
地
元
の
農
産
物
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回

収
に
つ
い
て
の
お
願
い

１
０
０
４
３
０
４

　
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い
で
す
。

▪
７
月
・
８
月（
夏
期
）の
収
集
時
間

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
３
時
に
変
更

（
通
常
期　

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
）

※
暴
風
・
大
雨
警
報
発
令
時
な

ど
は
開
始
時
間
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▪
運
搬
・
分
別
に
つ
い
て
の
お
願
い

◦
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
運
搬
中
、

荷
台
か
ら
の
は
み
出
し
、
荷
崩

れ
、
落
下
な
ど
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
積
載
方
法
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
フ
ッ
素
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
は
、
加
熱

す
る
と
有
毒
ガ
ス
が
発
生
す
る

た
め
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
回
収
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

回
収
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会

（
農
政
課
内
）

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

田
原
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
23‐１
６
３
６

赤
羽
根
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
１
３
４

渥
美
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
０
０
０
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６
月
は
暴
走
族
追
放
強
調
月
間

暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

「
見
に
行
か
な
い
」

～
暴
走
族　
な
く
し
て
住
み
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
～

　
暴
走
族
は
、
暴
走
行
為
の
ほ
か

悪
質
な
犯
罪
行
為
を
引
き
起
こ
す

な
ど
、
少
年
非
行
の
悪
化
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
県
警
察
・
県
・
県
民
・
事
業
者
・

市
町
村
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

暴
走
族
の
い
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

平
成
29
年
度
教
科
書
展
示
会

日
時
：
６
月
９
日
（
金
）
～
７
月

３
日
（
月
）、
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

※
日
曜
日
を
除
く　

場

所
：
豊
橋
市
教
育
会
館
（
ラ
イ
フ

ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

内
容
：

内
に
あ
る
方
。
ま
た
は
、
か
つ
て

保
健
分
野
な
ど
の
業
務
に
従
事

し
、
現
在
、
県
内
在
住
の
方　
試

験
日
：
10
月
８
日（
日
）　
試
験
案

内
・
願
書
の
配
布
期
間
／
場
所
：

６
月
６
日（
火
）～
７
月
12
日（
水
）

／
高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
、
渥
美
支
所 

願
書
受
付

期
間
：
６
月
13
日（
火
）～
７
月
12

日（
水
）

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）２
１
２‐５
５
３
０

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う　
　
　

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
か
け
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
犬

自
身
が
交
通
事
故
に
遭
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教
科

書
見
本
の
展
示　
主
催
：
愛
知
県

教
育
委
員
会

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

の
早
期
教
育
相
談

対
象
：
原
則
、幼
児
期
か
ら
就
学

前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
そ
の
保
護

者　

日
時
：
７
月
31
日（
月
）・
８

月
１
日（
火
）
／
午
前
10
時
～
午

後
３
時
25
分
（
要
予
約
）
場
所
：

東
三
河
県
庁　
相
談
料
：
無
料　

申
込
：
７
月
４
日（
火
）
ま
で
に

電
話
に
て　
主
催
：
愛
知
県
教
育

委
員
会

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

第
20
回
愛
知
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

１
０
０
４
０
７
５

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

各
分
野
（
以
下
、「
保
健
分
野
な

ど
」）
で
合
計
５
年
以
上
（
一
部

の
対
象
者
は
10
年
以
上
）
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
②
保
健
分
野
な
ど

の
業
務
に
従
事
し
、
勤
務
地
が
県

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
予
防
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
近
所
迷
惑
の

予
防
も
で
き
ま
す
。

▪
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
フ
ン
は
、
放
置
せ

ず
に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄

も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
ペ
ッ
ト
は
終
生
飼
育
を

家
族
の
一
員
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

の
生
涯
飼
育
は
飼
い
主
の
責
任

で
す
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
と
、

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

飼
い
続
け
る
こ
と
が
無
理
な
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

家
庭
系
ご
み
有
料
化
指
定
ご

み
袋
取
扱
店
の
募
集
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

１
０
０
４
９
２
６

　
平
成
30
年
２
月
か
ら
家
庭
系
ご

み
有
料
化
の
実
施
に
伴
い
、
市
が

指
定
す
る
有
料
ご
み
袋
を
販
売
し

て
い
た
だ
く
指
定

ご
み
袋
取
扱
店
を

募
集
し
ま
す
。
説

明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

対
象
：
①
市
内
お
よ
び
近
隣
市
内

で
小
売
業
を
営
む
方
②
市
が
適

当
と
認
め
る
市
内
に
事
務
所
を
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
団
体　

日

時
：【
Ａ
日
程
】
６
月
22
日
（
木
）

午
後
２
時
～【
Ｂ
日
程
】６
月
23
日

（
金
）午
後
７
時
～　

場
所
：
市

役
所
講
堂　
申
込
：
廃
棄
物
対
策

課
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て▼

廃
棄
物
対
策
課

☎
23‐３
５
３
８

23‐１
８
３
２
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▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

計
量
器
の
定
期
検
査
を

お
忘
れ
な
く
！

１
０
０
４
９
４
１

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
の
性
能
・
精
度
を
一
定
水
準
に

保
ち
、
公
平
な
取
り
引
き
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
検
査
で
す
。
検
査
を
受
け
ず
に

取
引
・
証
明
に
使
っ
た
場
合
、
計

量
法
違
反
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
検
査
は
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
日
／
場
所
：
表
の
と
お
り

▼
時
間
：
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午
／
午
後
１
時
～
３
時　
▼
検

査
手
数
料
：
２
５
０
円
～
（
計
量

器
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
そ
の
他
：
業
務
に
計
量
器
を
使

用
し
て
い
る
事
業
所
で
、
一
度
も

こ
の
検
査

を
受
け
た

こ
と
の
な

い
場
合
は

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

き
方
の
研
修　

日
時
：
６
月
20

日（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
４

時　
場
所
：
市

役
所
大
会
議

室　

参
加
料
：
無
料　

持
ち
物
：

筆
記
用
具　
申
込
：
商
工
観
光
課

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／

申
込
書
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
・

個
別
相
談
会
・
研
修
会
の
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

１
０
０
３
５
９
２

対
象
：
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
市
内
事
業

者
お
よ
び
認
定
を
目
指
す
予
定
の

市
内
事
業
者　
内
容
：【
第
１
部
】

首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
・
個
別

相
談
会
・
研
修
会
の
事
業
説
明　

【
第
２
部
】
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
商
談

会
の
た
め
の
商
談
会
シ
ー
ト
の
書

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

■
平
成
28
年
度

　
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　
公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申

出
の
実
績
は
、
次
の
と
お
り
で
し

た
。

　
一
件
の
請
求
に
つ
い
て
複
数
の

決
定
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

請
求
件
数
と
決
定
件
数
は
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
開
示
の
請
求

請
求
者
数

11
人

請
求
件
数

15
件

決
定
件
数

15
件

全
部
開
示 

※
１

９
件

部
分
開
示 

※
２

３
件

非
開
示

０
件

不
存
在

３
件

不
服
申
し
立
て

０
件

▪
開
示
の
申
出

申
出
者
数

０
人

申
出
件
数

０
件

不
存
在　
　

０
件

■
平
成
28
年
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実

績
お
よ
び
開
示
請
求
の
実
績
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

▪
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
６
件

教
育
委
員
会

３
件

選
挙
管
理
委
員
会

２
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

１
件

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

４
件

議
会

０
件

▪
開
示
の
請
求

請
求
者
数

１
人

請
求
件
数

１
件

全
部
開
示 

※
１

１
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書

の
全
部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書

の
う
ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

開
示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

実施日 場所
6／12月

15木 市役所

6／13火 赤羽根市民センター

6／14水 渥美文化会館

■計量器の定期検査

◉黒岩唯一さん、スポット広報第１弾ス
タート
　田原 警 察 署
は、ラジオパーソ
ナリティ「黒ちゃ
ん」こと黒岩唯
一さんに広報大
使を委嘱してい
ます。この度、ス
ポット広報第１弾「初夏バージョン」を作成し
ました。パトカーでの広報だけでなく、管内の
商業施設でも放送され、犯罪抑止・交通事
故防止を呼び掛けていきます。
★空き巣泥棒が発生しています
泥棒は、農作業などで外出している昼間を
狙っています。確実に鍵をかけるよう心がけ
ましょう。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成29年の累計

4月

●人身12件（62件）
●負傷14人（82人）
●死亡0人（0人）
●物損100件（476件）

●侵入盗2件（15件）
●乗物盗0件（3件）
●非侵入盗4件（33件）

●火災3件（10件）
●救急165件（750件）

平成29年6月  広報たはら │    │24
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医
療
受
給
者
証
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

　
有
効
期
限
が
平
成
29
年
７
月
31

日
ま
で
の
「
母
子
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
」「
後
期
高
齢
者
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の

方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の

案
内
を
順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受

付
期
間
内
に
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美

支
所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

「
特
定
健
診
」「
後
期
高
齢
者

健
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
！

１
０
０
４
９
２
８

年
に
一
度
の
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

受
け
て
い
ま
す
か
？

対
象
：【
特
定
健
診
】
40
歳
～
74

歳
の
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の

方
【
後
期
高
齢
者
健
診
】
75
歳
以

上
の
方
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

は
65
歳
以
上
）
※
昭
和
17
年
５
月

１
日
～
９
月
30
日
生
ま
れ
の
方
へ

は
、
誕
生
日
月
の
翌
月
末
に
受
診

券
を
発
送　
期
間
：
12
月
31
日
ま

で
の
診
療
時
間
内　
場
所
：
市
内

指
定
医
療
機
関　
費
用
：
無
料

持
ち
物
：
受
診
券
、
保
険
証

※
受
診
券
は
５
月
末
に
発
送
済
み

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９（
特
定
健
診
）

☎
23‐３
５
１
４（
後
期
高
齢
者
健
診
）

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

１
０
０
１
１
５
８

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方　

　
就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
田

原
市
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し

い
保
険
に
変
わ
っ
た
方
は
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
が
必
要

で
す
。

持
ち
物
：
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
③
個
人
番

号
が
分
か
る
も
の
（
い
ず
れ
も
喪

失
す
る
方
全
員
の
も
の
）
④
認
め

印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を
行
う

場
合
）
⑤
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
現
在
ど
の
健

康
保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。

持
ち
物
：
①
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
証
明
ま
た
は
退
職
日
が

分
か
る
書
類
②
個
人
番
号
が
分
か

る
も
の
③
認
め
印
（
世
帯
主
以
外

が
届
出
を
行
う
場
合
）
④
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

税

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

１
０
０
２
７
６
６

　
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
新

築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
の
実
地
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
決
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
税
務
課
職

員
が
お
宅
や
事
務
所
な
ど
へ
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
調

査
日
時
が
あ
る
場
合
は
、
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
度
も
既
設
家
屋
の

現
況
確
認
調
査
を
併
せ
て
実
施
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

１
０
０
０
７
８
０

▪
対
象
の
方

　
平
成
28
年
中
に
公
的
年
金
な
ど

の
支
払
い
を
受
け
、
平
成
29
年
４

月
１
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
年
金
を

除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所
得
か

ら
算
出
さ
れ
た
税
額
が
公
的
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収

対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額

を
納
税
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収（自分で納付・口座振替） 特別徴収（年金から徴収）
納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月
税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和26年4月3日～昭和27年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方
徴収方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度分の年税額の６分の１ 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

工作「こびとのキーホルダー」 6月13日（火）～18日（日） カラフルな布を貼ってかわいいこびと
を作ろう。 小学生以上

子育て講座ハグ 6月21日（水）10：00～ 「10秒間のスキンシップ」親と子の心
をつなぐ魔法 幼児と保護者

親子リトミック 6月23日（金）10：30～ 親子でリズムに合わせて楽しく遊ぼう。
※たはら健康マイレージ対象 幼児と保護者

チャレンジ「カーリング」 6月27日（火）～7月2日（日） 誰が一番中心の近くに行くかな？ 小学生以上

おはなしポケット 6月30日（金）10：30～ 中央図書館の「こぶっくおはなし隊」の
読み聞かせです。 幼児と保護者

子育て講座名 と　き ところ 講　師 内　容

おとうさんと遊ぼう
（ひまわり・なのはなルーム
合同講座）

6月10日（土）
10：00～11：15

伊良湖岬保育園（遊戯室）
☎38‐0760

田原市男性保
育士

お父さんとの楽しい遊びを
通して育児参加のきっかけ
を作りましょう。（要予約）

絵本の読み聞かせ 6月15日（木）
10：40～11：10

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987 くぬぎの会

絵本や手遊び、ふれあい遊び
など、親子で楽しめる遊びが
いっぱいです。

元気な口の育て方 6月28日（水）
10：30～11：00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760

田原市歯科衛
生士

赤ちゃんの口の発達につい
てわかりやすくお話をして
くれます。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【6月のお休み】6月5日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）

※すべて、たはら健康マイレージ対象
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他
タイトル とき／ところ 対象／定員 申込 申込先

吉胡貝塚資料館
特別体験講座

土器づくりと
野焼き

（参加料：300円）

【制作】
7月16日（日）
13：30～16：00

【野焼き】
8月20日（日）
9：30～12：00

吉胡貝塚資料館

どなたでも（小学校
3年生以下は保護者
同伴／両日参加可能
な方を優先）

20名（先着順）

電話・FAXにて（FAXの
場合は、講座名・住所・氏
名・電話番号を明記）

▶吉胡貝塚資料館
☎22-8060

22-8070

全国一斉「子どもの人
権110番」強化週間

1004076

6月26日（月）～7月
2日（日）
8：30～19：00
※7月1日（土）2日

（日）は、10：00～
17：00

どなたでも（いじめ
や虐待など、子ども
の人権にかかわる悩
みごとや心配ごとな
どがある方）
※秘密は厳守されま
すので、お気軽にご
相談ください。

相談を電話で受付
相談専用電話（フリーダ
イヤル）
子どもの人権110番

（0120）007-110

▶名古屋法務局人権
擁護部
☎（052）952-8111

イベント名 と　き ところ 対　象

こりすの部屋 6月20日（火）
10：30～

中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 乳幼児

はらぺこMommys
おはなし会

6月21日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなしの部屋 7月1日（土）
15：00～

中央図書館
おはなしのへや 幼児～小学生

ぴよぴよおはなし会 7月12日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなし会 6月18日（日）・7月1日（土）
10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会
6月24日（土）10：30～
7月1日（土）14：00～
7月8日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

　図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか？

　児童手当現況届は、毎年６月１日における受給者や児童の状況を報告し、児童手
当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するものです。提出されない場合、
６月分以降の手当を受けられなくなることがあります。
　必要書類などを受給者あてに郵送しますので、忘れずに手続きをしてください。

●提出期限　６月30日（金）　　　　 　▶子育て支援課☎23‐3513

児童手当の現況届の提出は6月30日金までに　 1001090 七夕イベント☆星に願いを
1004950

願いごとを書いた短冊や七夕飾りを
笹に飾りつけてもらいます。笹は、は
なとき通りなどの店先に飾り、まち
なかを彩ります。
日時　7月1日（土）14：00～15：30
場所　駅前広場・イベント協力店舗
　　　（雨天時はセントファーレ）
▶あつまるタウン田原☎24‐2345
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

●平成29年度　各種健康診断

※対象に該当し受診券が届かなかった方、および８０歳以上の方で大腸がん検診・乳
がん検診・子宮頸がん検診を希望される方は、健康課までご連絡ください。

※胃がん検診は検査自体に危険が伴います。８０歳以上で検診をご希望の方は主治
医に相談し、バリウムでの検診が可能であれば検診車にて受診していただけます
ので、健康課までご連絡ください。

　
早
期
の
段
階
で
異
変
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、検
診
は
小
ま
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

継
続
が
予
防
に
つ
な
が
る
が
ん
検
診 

（
平
成
29
年
度
が
ん
征
圧
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

▪
各
種
健
康
診
断
の
ご
案
内

　
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
が
ん
な
ど
の

生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
因
が
田
原
市
の
死

因
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
予
防

と
早
期
発
見
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
健
康
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
対
象
者
の
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
券

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

・
会
社
な
ど
で
検
診
（
健
診
）
の
機
会
の

な
い
方
で
、
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診

の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
費
用
】
無
料
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負

担
２
０
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
成

人
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健診名 対象（年齢：平成30年3月31日時点）

住民結核・肺がん検診 ４０歳以上の方

胃がん検診 ４０歳～７９歳の方

大腸がん検診 ３５歳～７９歳の方

乳がん検診
乳腺エコー ３０歳代の女性で昨年度未受診の方
マンモグラフィ ４０歳～７９歳の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診 ２０歳～７９歳の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診＋ＨＰＶ検査 ２５歳～６５歳の方（自己負担2,000円）で、子
宮頸がん検診を昨年度未受診の方

前立腺がん検診 ５０・５５・６０・６５・７０歳の男性

肝炎ウイルス検診 ４０・５０・５５・６０歳で過去に同検査を受けたこ
とがない方

成人歯科検診 ２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５・
８０歳の方

骨粗しょう症検診 ４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性

健康応援健診 ３５歳～３９歳の方

脳血管疾患
8.6％

事故
3.7％

腎不全
2.1％

がん
27.0％

心疾患
15.9％

老衰
8.8％

肺炎
8.4％

その他
25.5％

●❶ ●❷ ●❸ ●❹

体調を整えるにはストレッチも大切です。今回のポ
イントは、痛くなるまで伸ばさないこと！消化吸収機
能の促進や、腰や背中のコリの解消に効果的で
す。
スポーツ課☎23-3531

❶手足をまっすぐにして仰向けになる。
❷右ひざを曲げて胸に近づける。
❸右手で右足の親指をつかむ。
❹息を吐きながら右足を伸ばす。※そのままの姿勢で2～3回、呼吸をする。
足を離して①に戻る。※左も同様に行う。

107

●田原市死因別割合（平成２１～２６年）
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

②
乳
が
ん
検
診
の
視
触
診
検
査
が
な
く
な

り
ま
し
た

　

今
ま
で
視
触
診
検
査
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
検
診
受
診
に
抵
抗
が
あ
っ
た
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
の
検
診
だ
け
で
な

く
、
月
１
回
は
入
浴
時
な
ど
に
、
定
期
的

な
自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
親
子
料
理
教
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
【
開
催
日
／
場
所
／
定
員
】
表
の
と
お

り【
時
間
】午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分【
参

加
料
】
１
名
２
０
０
円
【
申
込
】
７
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話

番
号
・
希

望
日
［
第

２
希
望
ま

で
］、
託

児
を
希
望

の
方
は
子

ど
も
の
氏

名
、
生
年

月
日
を
明

記)

／
申

込
者
多
数

の
場
合
は

抽
選
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具・エ
プ
ロ
ン・

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）・
上
靴
（
子
ど
も

の
み
）【
そ
の
他
】た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象

▼
田
原
市
食
生
活
改
善
健
康
づ
く
り
会

（
健
康
課
内
）

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

▪
田
原
市
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
～
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
安
心・
安
全
の
た
め

に
保
護
者
が
準
備
し
て
お
く
こ
と
～

【
対
象
】
入
園
前・
就
学
前
の
乳
幼
児(

０

～
６
歳
児)

の
保
護
者
【
日
時
】
７
月
４

日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午
【
場
所
】
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室【
内
容
】「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
最
新
情
報
～
お
肌
の
ケ
ア

と
少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
～
」

「
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
た
め
の
入
園
・
入

学
準
備
」【
講
師
】
村
田
浩
章
氏（
渥
美
病

院
小
児
科
部
長
）
中
西
里
映
子
氏（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
常
務
理
事
）【
定
員
】
１
０
０
名

／
託
児
10
名（
先
着
順
）【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
】
6
月
27
日（
火
）
ま
で
に［
託
児

は
6
月
19
日（
月
）］
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
託
児
を
希
望
の
方
は

子
ど
も
の
氏
名・生
年
月
日
を
明
記
）【
そ

の
他
】
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

▪
今
年
度
の
検
診
は
こ
こ
が
違
う
！

①
受
診
券
の
郵
送
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　
今
年
か
ら
、
田
原
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方
に
は
、
が
ん
検
診
と
特
定
健
康

診
査（
医
療
保
険
者
に
よ
る
健
診
）の
受
診

券
が
同
じ
つ
づ
り
に
な
っ
て
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

の
受
診
券
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
５
月
下
旬

に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

簡
易
な
便
検
査
の
大
腸
が
ん
検
診
や
、

血
液
検
査
で
の
前
立
腺
が
ん
検
診
と
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
特
定
健
康
診
査
と
同

時
に
検
査
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
院

で
併
せ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

鏡の前で
形をチェック

鏡の前で両腕を上げ、脇の下
から乳房にかけて観察。乳房
の一部に引きつれや陥没がな
いか、左右の大きさが不自然
に違っていないかを確認する。

1 全体を
くまなく触る

ボディーソープなどで指の滑りを
良くしてから、人差し指・中指・薬
指の3本で脇の下から乳首まで
まんべんなく円を描くようになで
る。硬いしこりがないか確認。

2 分泌物がないか
チェック

左右の乳首を軽くつまんで、
透明の液や血などの分泌物
が出ていないか確認する。

3

開催日 場所 定員

7月28日金
8月4日金
8月5日土※
8月19日土※
※託児あり

田原福祉センター 15組

8月18日金 あつみライフランド 10組

●乳がんの自己検診の方法

●休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

	6月		4日（日） 菜の花内科クリニック ☎22‐7777
岩瀬歯科医院 ☎22‐6677

	6月11日（日） 河合医院 ☎22‐6133
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

	6月18日（日） かわせ小児科 ☎22‐1230
金田歯科医院 ☎24‐1800

	6月25日（日） 昭和医院 ☎32‐3749
田原歯科クリニック ☎23‐1626

	7月		2日（日）

北山クリニック ☎23‐3946
ふくい眼科 ☎22‐5878
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

月　日 当直医 電話番号

	7月		9日（日）

朽名医院 ☎33‐0162
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
青木歯科クリニック ☎33‐1139

	7月16日（日） 國見医院 ☎22‐0756
花井歯科医院 ☎23‐1661

	7月17日（月・祝） 藤岡医院 ☎32‐1515
仲谷歯科 ☎23‐2327

	7月23日（日） 第２国見医院 ☎23‐2302
惣卜歯科医院 ☎45‐2066
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◦
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
配
達
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
】

高
齢
福
祉
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ま
で
の
流
れ
】

申
請
後
に
職
員
が
訪
問
し
、
生
活
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
、
親
族
の
支
援
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。

▪
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
で
、
日
常
生
活
に
関
す
る
支
援
（
生

活
必
需
品
の
買
い
物
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
）

が
必
要
な
方

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
も
対
象

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

週
に
１
回
（
原
則
１
時
間
未
満
）
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
日
常
生
活
に
関
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

生
活
必
需
品
以
外
の
買
い
物
は
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
外
で
す
。

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

「
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
配
食
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
で
、
病
気
ま
た
は
そ
の
他
の
事
情
に

よ
り
自
分
で
調
理
が
困
難
な
方

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
も
対
象

【
内
容
】

毎
週
月
～
金
曜
日
で
、
希
望
日
の
昼
食
弁
当

を
お
届
け
し
ま
す
。
弁
当
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
献
立
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
利
用
料
】

無
料

【
弁
当
代
】

弁
当
代
は
１
食
４
０
０
円
ま
た
は
５
２
０
円

で
す
。（
配
達
日
に
よ
り
異
な
る
）

【
注
意
事
項
】

◦
弁
当
の
配
達
は
午
前
10
時
～
正
午
の
間
で
行

い
ま
す
。
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
手
数
料
】

１
回
あ
た
り
２
９
８
円
で
す
。
支
払
い
は
毎

月
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
金

融
機
関
に
て
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※
口
座
引
き
落
と
し
は
不
可

【
申
込
】

高
齢
福
祉
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ま
で
の
流
れ
】

申
請
後
に
職
員
が
訪
問
し
、
生
活
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
親
族
の
支
援
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。

　

食
事
や
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
４
６
５
４

23
‐
３
５
４
５
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～６/８木
農業体験　田植え
博物館企画展
田原の原風景　古写真の魅力

６/９金～６/22木
田原凧まつり
中学校職場体験

６/23金～７/６木
田原を美しくする推進デー
阿南町との小学校交流

毎日６回放送
①7：20	②12：20	③15：20	④18：20	⑤22：20	⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。
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アルストロメリア
（花／出荷時期：１年中）

花持ちが良く、贈り物に最適
です。県内で生産している
のは本市のみで、７０品種ほ
ど生産しています。

花ことば

エキゾチック、援助、持続

マンデビラ
（鉢花／出荷時期：4月～6月）

緑のカーテンとしても楽しめ
る、夏を感じさせる品目とし
て人気です。本市では、約
20万鉢を出荷しています。

花ことば

固い友情、情熱

農政課  ☎23-3517

花 鉢

15

今月の 6月の

ロ
ン
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
料
理
の
振
る
舞
い
、

各
産
地
の
メ
ロ
ン
食
べ
比
べ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

遠
方
で
の
開
催
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪
メ
ロ
ン
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て

　
メ
ロ
ン
は
田
原
市
に
と
っ
て
観
光
産
業
と
も
密
接

に
関
わ
る
重
要
な
農
産
物
の
一
つ
で
す
。

　
昨
年
は
、
世
界
の
市
場
へ
の
新
規
販
路
開
拓
を
目

指
し
、
海
外
で
の
田
原
市
産
メ
ロ
ン
の
販
売
促
進

を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
国
内
外
の
方
に
「
メ

ロ
ン
と
言
え
ば
渥
美
半

島
・
田
原
市
」
と
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
メ
ロ
ン
の
消
費
と

販
路
の
拡
大
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
メ
ロ
ン

の
販
売
促
進
の
た
め
、

７
月
６
日
を
「
渥
美
半

島
田
原
市
メ
ロ
ン
の

日
」
と
し
て
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
日
に
合
わ

せ
、
今
年
も
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
中
で
す
。
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
お
楽
し

み
に
！

メ
ロ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
♪

　
今
年
も
メ
ロ
ン
が
店
頭
に
並
ぶ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
田
原
市
は
全
国
で
も
有
数
の
メ
ロ
ン

の
産
地
で
す
。
し
か
し
、
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
メ
ロ
ン
生
産
者
が
少
な
く
な
り
、
生
産
量
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
こ
と
が
日
本
全
国
の
生
産

地
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
全
国
の
メ

ロ
ン
産
地
の
代
表
が
一
同
に
集
結
し
て
産
地
同
士
で

の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
メ
ロ
ン
の
消
費
拡
大

と
産
地
間
連
携
を
図
っ
て
、
市
場
価
値
の
向
上
と
生

産
者
維
持
を
目
指
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
全
国
メ
ロ

ン
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
と
な
る
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
７
月
８
日

（
土
）・
９
日（
日
）に
山
形
県
鶴
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
初
日
に
行
わ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
各
産
地
の
首
長
や

生
産
者
代
表
が
集
い
、

サ
ミ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
決
定
や
産
地
共
同

宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
２
日
目
の
イ
ベ
ン

ト
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
メ

平成29年6月  広報たはら │    │32



キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

18

32

▼
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
ふ
た
り
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

・
高
齢
者（
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

お
よ
び
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
）

・
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
人

▪
支
援
内
容

　
災
害
に
関
す
る
情
報
の
お
知
ら
せ
や
、

災
害
時
の
避
難
の
手
助
け
を
し
ま
す
。普

段
か
ら
の
ご
近
所
付
き
合
い
や
、各
地
区

の
防
災
訓
練
への
参
加
を
促
し
ま
す
。

▪
登
録
方
法　

　
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
台

帳
に
記
入
し
、地
域
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、登
録
に
は
、支
援
の
た

め
に
必
要
な
情
報
を
関
係
機
関
へ
提
供

す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

★
皆
さ
ん
の
周
り
に
支
援
が
必
要
な
方

が
い
た
ら
、登
録
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
福
祉
課
☎
23‐３
５
１
２

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

　
皆
さ
ん
は
、災
害
時
に
特
に
配
慮
を
要

す
る
方（
要
配
慮
者
）に
対
す
る
支
援
制

度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。今
回
は
、災
害

時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

▪
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、災
害

時
に
手
助
け
が
必
要
な
方
の
こ
と
で
す
。

▪
ど
ん
な
支
援
制
度
か

　

支
援
を
希
望
す
る
人
の
情
報
を
管
理

台
帳
に
登
録
し
、支
援
を
し
て
く
れ
る
機

関（
※
）と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

※
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会・自
治
会・自
主

防
災
会・民
生
児
童
委
員・社
会
福
祉
協

議
会・地
域
支
援
者
な
ど

▪
登
録
対
象
者

・
要
介
護（
３
～
５
）の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳（
１・２
級
）の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳（
Ａ
）の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

・
精
神
障
害
者
手
帳（
１
級
）の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

★
城
宝
寺

　
城
宝
寺
は
、渡
辺
崋
山
の
菩
提
寺
で
、

本
堂
奥
に
は
霊
牌
堂
が
あ
り
ま
す
。松
林

桂
月
画
伯
を
は
じ
め
、日
本
有
数
の
画

家・書
家
の
寄
付
に
よ
る
天
井
画
が
有
名

で
す
。ほ
か
に
、敷
地
内
に
は「
穴
倉
」と

呼
ば
れ
る「
城
宝
寺
古
墳
」が
あ
り
、石
室

の
広
さ
は
渥
美
半
島
最
大
級
で
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
カ
イ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

★
寺
下
通
り　

　

三
河
田
原
駅
か
ら
す
ぐ
西
へ
城
宝

寺
、慶
雲
寺
、龍
泉
寺
、龍
門
寺
と
４
寺

院
が
並
ん

で
い
ま
す
。

４
寺
院
は
、

田
原
城
下

町
の
南
端
、

清
谷
川
岸

の
丘
の
上

に
建
ち
、こ

れ
ら
を
結
ぶ
よ
う
に
山
門
の
下
に
続

く
通
り
が
あ
り
ま
す
。こ
の
通
り
は
城

下
町
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、「
寺
下
通

り
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
寺
下
通
り
に
あ
る
龍
泉
寺
と
西
端
の

龍
門
寺
と
の
間
の
坂
道
は
、そ
の
先
に

あ
る
田
原
城
下
町
の
入
り
口
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、田
原
藩
の
城
下

町
に
つ
い
て
紹
介
す
る
カ

イ
☆

寺
下
通
り
を
探
検
し

て
城
下
町
の
雰
囲
気

を
感
じ
よ
う
カ
イ
☆

◦城宝寺の天井画

◦寺下通り

７
月
５
日
に
全
国
一
斉
の
緊
急
地
震

速
報
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か

ら
一
斉
に
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
6月▶5日月、9日金、１2日月、19日月、
　　  26日月
7月▶3日月、10日月、１4日金、18日火、
　　  24日月、31日月

◎雨の日は「ふしぎ図書館」で不思議を読
　もう

　「水木しげる漫画大全集」
が加わり、ますます充実し
た「泉

いずみ
名
な つ き

月記念ふしぎ図書
館」。平成24年11月、中央図
書館2階の一角に登場し、
作家泉

いずみ
鏡
きょうか

花をはじめとする
幻想文学の世界を紹介するとともに、さまざまな不思
議に彩られた渥美半島の魅力を発信し続けています。
不思議な読書を体験できる各コーナーを紹介します。

【ふしぎクラシック】ホラー、ファンタジーから怪談ま
で、世界と日本の不思議を集めたコーナー

【ふしぎ文学マスターコレクション】金原瑞人氏（法政
大学教授・翻訳家） と東雅夫氏（アンソロジスト・文芸
評論家）が選んだ極上の200冊のコーナー

【泉鏡花の世界】泉鏡花の世界に誘う全集、入門書、研
究書などを集めたコーナー

【泉鏡花文学賞】泉鏡花生誕100年を記念して制定さ
れた賞の受賞作を集めたコーナー

【泉名月とふしぎ文学半島渥美】泉名月や郷土に縁の
深い作家の作品ほか、郷土の不思議を集めたコーナー

【ふしぎ雑誌】不思議好きにはたまらない「幻想文学」
「幽」などの雑誌を集めたコーナー

◎泉名月ってどんな人？
　田原市出身の作家。泉鏡花の姪、鏡花の妻すずの養
女で、鏡花文学の普及と研究の発展に尽力しました。

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．笹舟の作り方が載っている本はないですか？
◎調べるキーワード
「	笹	」「	舟	」「	工作	」
A．キーワードで検索
してみると、「遊べる工
作大図鑑」や「もったい
ないばあさん もりへ
いく」がでてきました。
本を見てみると、笹舟
の作り方がイラストで描かれています。さらに伝
承あそびや草花あそびの本も調べてみます。笹の
ほかにも菖

しょうぶ
蒲の葉っぱを使った舟の作り方が載っ

ている本も見つかりました。
◎調べた本

『もったいないばあさん もりへいく』　真珠まり
こ/作・絵　講談社　E/ｼ　『遊べる工作大図鑑』　

「いつまでも子ども」の会/編　日東書院本社　
750/ｱ　『草あそび花あそび 春夏編』　佐藤邦昭
/著　かもがわ出版　781.9/ｻ　『にほんのあそ
びの教科書』　にほんのあそび研究委員会/編　
土屋書店　384.55/ﾆ

●中央図書館
　一　般▶6月10日土～7月13日木 「雨を楽しむ」
　子ども▶～7月13日木 「ぐんぐん育て！花ひ　
　 　らけ！」
●赤羽根図書館
　一　般▶6月10日土～7月13日木 「食べて健やかに」
　子ども▶6月10日土～7月13日木 「あめでもたのしい？！」                           

●渥美図書館
　一　般▶6月10日土～7月13日木  「雨」
　子ども▶6月10日土～7月13日木 「おみせやさん」

『ヒミツがまる見え！「おいしい！」
の断面』
ＴＤＫ食べもの断面協会/著　サンク
チュアリ出版　596/ﾀ

普段目にするあの食べ物の断面はどう
なっている？断面とともに、それらがお
いしいヒミツも解説されています。

『ひみつのかんかん』
花山かずみ/作　偕成社　Eﾊ

わたしのひいばあちゃんの「かんかん」
の中には秘密が隠されてる、それは
…。ひいばあちゃんが子どもだった頃
のお話です。
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田
原
の
原
風
景

～
昭
和
の
写
真
の
魅
力
～

　
現
在
、
博
物
館
で
は
、
企
画
展
「
田
原

の
原
風
景
～
古
写
真
の
魅
力
～
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
古
写
真
と
聞
く
と
、
皆
さ

ん
は
明
治
や
大
正
時
代
の
写
真
を
想
像
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
展
示

で
は
、
多
く
の
方
々
が
実
体
験
し
て
き
た

昭
和
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
を
数
多
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
に
「
田
原
の

･･･

」
と
あ
り
ま
す
が
、
渥
美
や
赤
羽
根

の
写
真
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
展
覧
会
を
企
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ

ら
た
め
て
昭
和
の
写
真
を
収
集
・
調
査
・

整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
昭
和
」
と

は
ま
さ
に
激
動
と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し

い
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日

本
に
お
け
る
元
号
で
最
も
長
く
使
用
さ
れ

た
昭
和
。
初
期
に
は
大
き
な
戦
争
そ
し
て

敗
戦
を
経
験
し
、
中
期
に
は
敗
戦
か
ら
の

復
興
、
高
度
経
済
成
長
が
進
展
し
、
後
期

に
は
経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
が
国
際
的

に
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
少
々
難
し
く
昭
和

と
い
う
時
代
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
手
元
に
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
も
そ

の
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
の
時
代
と
な
り
、
今
で
こ
そ
写
真

は
、
誰
で
も
気
軽
に
デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
ホ

で
撮
影
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
昭
和
の
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
は
、
カ
メ
ラ
（
写
真
機
）
自
体
が

非
常
に
高
価
で
、
庶
民
に
は
手
の
届
か
な

い
高
嶺
の
花
で
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
頃

の
写
真
は
、
何
か
特
別
な
事
が
あ
る
場
合

に
、
写
真
館
で
カ
メ

ラ
マ
ン
に
撮
影
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
記

念
写
真
（
家
族
写
真
）

的
な
も
の
が
多
く
、

何
気
な
い
日
常
の
一

コ
マ
や
風
景
を
写
し

た
も
の
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
っ
た

と
し
て
も
特
定
の
人

が
趣
味
や
仕
事
と
し

て
撮
影
し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
が
一
段
落
し
た

昭
和
の
後
期
と
も
な
る
と
、
さ
す
が
に
カ

メ
ラ
も
徐
々
に
家
庭
の
中
に
普
及
し
始
め

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
カ
メ
ラ
は
、
フ
ィ

ル
ム
を
入
れ
て
、
撮
影
後
に
そ
の
フ
ィ
ル

ム
を
現
像
し
て
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
し
、
そ

の
ネ
ガ
か
ら
印
画
紙
に
焼
き
付
け
な
け
れ

ば
撮
影
し
た
画
像
が
大
き
く
見
ら
れ
な
い

と
い
う
、
と
て
も
手
間
（
時
間
）
と
お
金

の
か
か
る
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
カ
メ
ラ
は
持
っ
て
い
て
も
以
前
と

同
じ
よ
う
に
趣
味
や
仕
事
以
外
で
わ
ざ
わ

ざ
日
常
の
風
景
な
ど
を
撮
る
こ
と
は
さ
れ

ず
、
子
ど
も
の
成
長
や
旅
先
で
の
思
い
出

な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
地
元
の
移
り
ゆ

く
景
観
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
は

当
た
り
前
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
写
真
に

撮
っ
て
残
そ
う
と
す
る
人
が
少
な
く
、
私

た
ち
の
知
ら
な
い
う
ち
に
記
憶
か
ら
消
え

去
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
写
真
も
現
在

で
は
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

景
色
が
変
化
し
た
り
し
た
も
の
ば
か
り
で

す
が
、
そ
こ
に
写
り
こ
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
私
た
ち
に
当
時
の
様
相
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

　
「
古
写
真
の
魅
力
」
そ
れ
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
の
大
切
な
原
風
景
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。　
　
（
天
野
）

 ●赤羽根漁港堤防から吹出橋を望む
（昭和40年代前半）田原市博物館蔵

●田原・二七の市（昭和30年
代前半）田原市博物館蔵

 ●渥美町役場前での交通安全パレード
（昭和40年代前半）個人蔵
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評紙いっぱいに絵が描けましたね。タケノ
コ堀りが楽しかったことが伝わります。

きれいな色の洋服ができましたね。カエ
ルもとてもうれしそうです。

大変だったけど、掘れたと
きはうれしかったよ。

いろいろな色を使って服の
模様を描いたよ。

 いろ　　 つか　　　　 ふく たい へん　　　　　　　　　　　　　 ほ

　　　　　　　　   いろ       よう ふく　　　　　　　　           かみ　　　　　　　　　　　 え　　　 か

ほ　　　　 たの　　　　　　　　　　　　　  つた
評

若戸保育園

浅倉ののかちゃん（5歳）

若戸保育園

杉原彪真くん（5歳）
   ひょう　 ま

河合
美由
紀
先生

クレヨンと絵の具をぼか
して、春の暖かな感じや、
川の流れる様子を表現
することができました。

評彫刻刀を巧みに使い、友
達の絵をのびのびと版
画に表すことができまし
た。

評 中山小学校6年

川口若菜さん

中山小学校5年

森下あみさん
 　わか   な

水彩画
木版画

  も  よう       か

▼
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る
こ
の

時
期
、昔
な
が
ら
の
方
法
で
茶
摘
み

を
す
る
子
ど
も
た
ち
。貴
重
な
体
験

だ
と
気
付
く
の
は
後
か
ら
だ
か
ら
こ

そ
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
。（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】茶
摘
み
を
す
る
童
浦
小
学
校
の
児
童

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成29年5月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 27人 死亡 44人

転入 280人 転出 145人

増減 118人

総人口 63,292人

男性 31,970人

女性 31,322人

世帯数 22,154世帯

※増減は4月中です

今月　納税・使用料の

金6月30日

月6月26日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

口座引落日

納期限

定期的にメーターチェックをしましょう。

（%）貯水容量：37,728千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

72.8%

平成29年5月22日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.821  平

成
29年

6月
号
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